
                                                      

 

９
月
定
例
市
議
会
が
９
月
３
日
か
ら
28
日
ま
で
開
か
れ
ま

し
た
。
26
件
の
議
案
は
い
ず
れ
も
市
長
提
案
ど
お
り
可
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
大
曽
根
勝
正
議
員
は
、
２
０
０
８
年
度
決
算
の

認
定
に
つ
い
て
の
み
反
対
し
ま
し
た
。 

 

議
案
に
つ
い
て
の
質
疑
で
は
、
日
立
電
鉄
線
跡
地
新
交
通
検

討
事
業
、
久
慈
サ
ン
ピ
ア
日
立
の
設
置
、
管
理
条
例
に
つ
い
て

な
ど
を
質
疑
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
質
問
で
は
、
(1)
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
強
化
に
つ
い
て
、
(2)
安
心
し
て
義

務
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
(3)
甕
（
み
か
）の
橋
歩
道
橋

の
通
行
止
め
に
つ
い
て
、
質
問
し
ま
し
た
。 

９９月月定定例例市市議議会会報報告告   

   

大
曽
根
議
員 

指
定
管
理
者
の
公
募
で
は
、
営
利
企
業
の
参
入
も
可
能
に
な

る
。
現
在
働
い
て
い
る
人
た
ち
が
引
き
続
き
、
労
働
条
件
を
下
げ
ら
れ
る
こ
と
な

く
、
ま
た
、
不
当
な
配
置
転
換
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

応
募
条
件
の
中
に
雇
用
の
継
続
を
明
記
す
べ
き
と
思
う
が
。 

佐
藤
産
業
経
済
部
長 

指
定
管
理
者
制
度
の
趣
旨
は
、
民
間
の
能
力
を
活
用

し
つ
つ
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
経
費
の
節
減
を
目
的
と
し
た
も
の
。
指
定
管
理
者

の
公
募
に
当
た
っ
て
は
、
応
募
条
件
の
一
つ
と
し
て
、
現
在
の
職
員
の
再
雇
用
に

配
慮
し
た
雇
用
計
画
の
提
案
を
求
め
、
地
域
の
雇
用
の
維
持
・
確
保
に
努
め
た
い
。

大
曽
根
議
員 

久
慈
サ
ン
ピ
ア
日
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
管
理
条

例
の
第
一
条
は「
市
民
の
健
康
の
増
進
及
び
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
寄
与
す
る
」

と
う
た
っ
て
い
る
。
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
住
民
や
利
用
者
の
意
見
が
反
映

さ
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
が
必
要
と
思
う
が
。 

佐
藤
産
業
経
済
部
長 

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
お
け
る

公
共
性
を
重
視
し
た
施
設
と
し
て
設
置
す
る
も
の
で
す
。
地
域
の
み
な
さ
ま
に
と

っ
て
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
施
設
と
な
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
、
指

定
管
理
者
と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。 
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請
願
（陳
情
）  

  

茨
城
県
保
険
医
協
会
よ
り
提
出
さ
れ
た｢

介
護
療
養
型
病
床
廃
止
中
止
を
求
め

る
意
見
書
採
択
を
求
め
る
陳
情｣

、
及
び
茨
城
県
北
地
協
日
立
地
区
協
議
会
よ
り

提
出
さ
れ
た｢

教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
請
願｣

は
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
、
政

府
機
関
に
意
見
書
が
送
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

新
日
本
婦
人
の
会
よ
り
提
出
さ
れ
た
「
気
候
保
護
法
の
制
定
を
求
め
る
請
願
」

は
温
室
効
果
ガ
ス
を
２
０
２
０
年
に
１
９
９
０
年
比

30
％
削
減
は
き
び
し
す
ぎ

る
等
の
意
見
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。（
大
曽
根
議
員
は
採
択
を
要
求
） 

    

９
月
定
例
会
で
の
一
般
会
計
補
正
予
算
増
は
約
30
億
円
と
な
り
、
そ

の
中
に
学
校
施
設
の
耐
震
化
に
関
す
る
予
算
約
18
億
円
が
含
ま
れ
ま
し

た
。 

 

昨
年
度
資
料
で
は
、
日
立
市
の
学
校
施
設
１
７
８
棟
の
う
ち
耐
震
化

対
象
に
な
っ
て
い
る
の
は
１
４
９
棟
で
、
全
国
・
茨
城
県
の
62
％
に
対

し
て
日
立
市
は
84
％
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

日
本
共
産
党
日
立
市
委
員
会
が
提
出
し
た
今
年
度
市
政
に
関
す
る
要

望
書
に
対
し
、
教
育
委
員
会
は
「
国
の
補
助
金
な
ど
特
定
財
源
の
確
保

に
努
め
な
が
ら
、
事
業
の
前
倒
し
等
に
対
応
し
ま
す
」
と
回
答
し
て
い

ま
し
た
。 

 

今
回
の
補
正
増
に
は
、
校
舎
で
は
日
高
中
の
建
て
替
え
工
事
、
屋
内
運
動
場
で

は
河
原
子
中
の
建
て
替
え
工
事
と
滑
川
中
な
ど
６
校
の
改
修
工
事
さ
ら
に
日
立
養

護
学
校
な
ど

11
校
の
実
施
設
計
委
託
費
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
完
了

し
て
も
耐
震
化
率
は

46
％
で
す
。 

 

教
育
福
祉
委
員
会
で
私
が
、「
努

力
し
て
い
る
こ
と
は
理
解
し
て
い

る
が
、
２
０
１
５
年
度
ま
で
に

90
％
と
い
う
目
標
に
向
け
て
引

き
続
き
一
層
の
促
進
を
」、
と
求
め

た
の
に
対
し
、
教
育
長
か
ら
は
「
国

の
予
算
が
ど
れ
だ
け
つ
く
か
、
日

立
に
何
校
分
配
分
さ
れ
る
か
で
決

ま
る
。
年
度
途
中
で
も
、
国
・
県

か
ら
声
が
か
か
れ
ば
、
い
つ
で
も

応
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お
き
た

い
」
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

久
慈
サ
ン
ピ
ア
日
立
、
指
定
管
理
者 

公
募
に
「雇
用
の
継
続
」の
明
記
を 

学
校
施
設
の
耐
震
化
に 

18
億
円
の
補
正
予
算 

耐震化工事の終了した仲町小学校屋内運動場 

“ＪＣＯ臨界事故を忘れない 原子力事故をくりかえさせない 2009年9･

30茨城集会”が10月3日東海村で開かれました。シンポジュウム（写真）

では、「百害あって一利ない」プルサーマル計画、「初の原発周辺海域調

査で無数の断層見つかる」、など貴重な報告がありました。（大曽根） 
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架
か
る
、
み
か
の
橋
歩
道
橋
が
、
「
老
朽
化
が
相
当
進

ん
で
い
る
」
こ
と
で
、
７
月
３
日
か
ら
通
行
止
め
に
な

っ
て
い
ま
す
。
歩
行
者
は
道
路
の
反
対
側
の
歩
道
を
迂

回
通
路
と
し
て
、
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
利

用
し
て
い
る
住
民
か
ら
「
不
便
で
あ
り
、
早
く
整
備
し

て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

朝
夕
、
交
通
の
激
し
い
場
所
で
、
事
故
の
心
配
も
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

整
備
の
見
通
し
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。 

橋
本
都
市
建
設
部
長 

現
在
、
県
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本

と
協
議
を
す
す
め
て
お
り
、
測
量
や
地
質
調
査
を
お
こ

な
っ
て
お
り
、
２
０
１
０
年
度
の
早
期
の
工
事
着
工
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。 

                   

く
ら
し
福
祉
よ
り
基
金
積
立
が 

 

優
先
、
08
年
度
決
算
に
反
対 

  

以
下
の
点
を
述
べ
、
反
対
し
ま
し
た
。 

▽
一
般
会
計
歳
入
決
算
額
は
、
６
１
２
億
円
余
、
前
年

度
比
９
億
円
余
減
少
。
そ
の
中
で
個
人
市
民
税
は
３

億
円
余
増
額
。
「
年
金
も
給
与
も
増
え
て
い
な
い
」

の
に
、
こ
れ
ま
で
の
税
制
改
正
で
定
率
減
税
廃
止
な

ど
で
納
税
義
務
者
が
意
図
的
に
増
や
さ
れ
て
き
た
結

果
で
す
。 

▽
地
方
交
付
税
や
繰
越
金
は
当
初
予
算
比
、
相
当
伸
び

て
い
る
の
に
、
そ
れ
ら
の
財
源
は
、
「
国
保
料
を
引

き
下
げ
て
欲
し
い
」
「
乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
と
、

小
学
校
卒
業
ま
で
拡
大
し
て
欲
し
い
」
な
ど
の
市
民

の
声
に
応
え
ず
基
金
積
立
が
優
先
さ
れ
た
こ
と
。 

▽
日
立
駅
周
辺
地
区
整
備
事
業
で
は
、
自
由
通
路
及
び

東
口
交
流
施
設
工
事
で
、
価
格
変
動
を
裏
付
け
る
資

料
も
示
さ
な
い
ま
ま
、
増
額
補
正
し
た
こ
と
。 

▽
日
立
港
後
背
地
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
特
定
す
る
自

動
車
会
社
が
使
用
す
る
モ
ー
タ
ー
プ
ー
ル
整
備
で
債

務
負
担
行
為
の
限
度
額
を
増
額
補
正
し
た
こ
と
。 

▽
Ｊ
Ｗ
Ａ
Ｙ
に
対
し
て
、
無
条
件
に
５
億
円
の
貸
付
を

し
た
こ
と
。 

       

一
．
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
強
化
を 

(1)
福
祉
施
設
の
実
態
把
握
と 

対
応
に
つ
い
て 

大
曽
根
議
員 

各
家
庭
や
事
業
所
で
の
感
染
予
防

や
、
万
が
い
ち
感
染
し
て
し
ま
っ
た
場
合
の
、
適
切
な

対
応
な
ど
を
、
周
知
し
て
お
く
こ
と
が
大
事
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
の
な
か
で
、
社
会
的
弱
者
が
生
活
し
て
い
る
、
保

育
所
、
福
祉
作
業
所
、
高
齢
者
施
設
な
ど
の
対
応
な
ど

に
つ
い
て
、
保
護
者
、
利
用
者
、
家
族
へ
の
周
知
は
適

正
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

大
和
田
保
健
福
祉
部
長 

福
祉
施
設
に
お
け
る
対

応
に
つ
い
て
は
、
保
育
園
を
例
に
取
り
ま
す
と
、
児
童
、

保
育
士
に
対
す
る
感
染
予
防
の
励
行
、
保
護
者
へ
の
通

知
、
で
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
の
登
園
時

の
健
康
状
態
の
聞
き
取
り
や
感
染
が
疑
わ
れ
た
場
合
は
、

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
登
園
自
粛
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。 

(2)
国
保
の
資
格
証
明
書
の 

取
り
扱
い
は
、
す
み
や
か
に 

大
曽
根
議
員 

日
立
市
で
は
、
保
険
料
を
納
め
ら
れ

ず
、
滞
納
し
、
国
民
健
康
保
険
証
を
と
り
あ
げ
ら
れ
、

い
わ
ゆ
る
資
格
証
明
書
の
方
が
、
５
月
末
で
１
６
９
世

帯
２
９
９
名
お
り
ま
す
。
厚
生
労
働
省
は
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
広
が
り
の
中
で
、
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
係
る
発
熱
外
来
の
受
診
時
に
お
け
る
資
格
証
明
書

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
」
と
い
う
通
知
を
、
今
年
５
月

18
日
付
け
で
、
各
自
治
体
に
出
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
通
知
で
は
、
発
熱
な
ど
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
疑
い
が
あ
れ
ば
、役
所
の
窓
口
な
ど
に
立
ち
寄
ら
ず
、

ま
ず
受
診
し
な
さ
い
。
そ
の
さ
い
「
資
格
証
明
書
は
一

般
被
保
険
者
証
と
み
な
す
」
と
い
う
も
の
で
す
。
当
市

の
対
応
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。 

大
和
田
保
健
福
祉
部
長 

感
染
の
疑
い
が
あ
る
場

合
は
、
受
診
を
最
優
先
さ
せ
、
後
日
改
め
て
窓
口
に
お

い
で
い
た
だ
き
ま
す
。
資
格
証
明
書
交
付
者
と
医
療
機

関
に
は
早
急
に
通
知
し
ま
す
。 

 

二
．
安
心
し
て 

義
務
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に 

(1)
就
学
援
助
制
度
の 

更
な
る
周
知
徹
底
に
つ
い
て 

大
曽
根
議
員 

雇
用
情
勢
の
悪
化
で
、
仕
事
を
失
う

人
が
増
え
て
い
ま
す
。
義
務
教
育
の
子
ど
も
を
扶
養
し

て
い
る
家
庭
か
ら
、
「
給
食
費
が
払
え
な
く
な
り
、
子

ど
も
に
泣
か
れ
た
」
「
実
家
か
ら
借
金
し
て
払
っ
て
い

９月市議会 
大曽根議員 
の一般質問 

る
」
な
ど
の
相
談
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
方
た
ち
は
、

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て
、
全
く
知
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
親
が
失
業
し
て
も
、
病
気
に
な
っ
て
も
、
安
心

し
て
義
務
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
制
度
は

あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
制
度
の
周
知
は
徹
底
す
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

日
立
市
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
な

ど
で
説
明
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
多
く
の
自
治

体
で
は
教
育
委
員
会
が
、
独
自
に
「
保
護
者
の
み
な
さ

ん
へ
」
等
と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
つ
く
っ
て
、
学
校

を
通
し
て
保
護
者
全
員
に
渡
し
て
い
ま
す
。 

 

い
ま
、
子
ど
も
の
貧
困
は
、
深
刻
な
社
会
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
義
務
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
保
護
者
全
員
に
周
知
を
徹
底
す
べ
き
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
見
解
を
お
伺
い
し
ま
す
。 

河
井
教
育
長 

今
後
と
も
必
要
な
方
に
必
要
な
援
助

が
届
く
よ
う
更
な
る
周
知
に
務
め
て
ゆ
き
ま
す
。 

(2)
保
護
者
負
担
の
軽
減
を 

大
曽
根
議
員 

多
く
の
保
護
者
は
、
毎
日
切
り
詰
め

た
生
活
を
し
な
が
ら
、
毎
月
の
学
校
へ
の
納
入
金
に
頭

を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。 

 

給
食
費
、
学
習
教
材
費
、
５
、
６
年
に
な
る
と
修
学

旅
行
な
ど
の
積
み
立
て
が
あ
り
、
合
計
す
る
と
、
１
年

生
か
ら
４
年
生
で
、
年
間
約
５
万
数
千
円
。
５
、
６
年

生
で
７
～
８
万
円
。
中
学
生
に
な
る
と
、
納
入
金
だ
け

で
年
間

12
万
円
を
超
え
て
い
ま
す
。 

 

保
護
者
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。 

河
井
教
育
長 

学
校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
で
、

副
読
本
を
公
費
購
入
し
て
図
書
室
に
設
置
す
る
と
か
、

ド
リ
ル
は
で
き
る
だ
け
手
づ
く
り
に
す
る
と
か
、
理
科

や
図
工
の
教
材
は
で
き
る
だ
け
備
品
で
対
応
す
る
と
か
、

さ
ら
に
修
学
旅
行
、
宿
泊
学
習
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
に
つ

い
て
も
、
内
容
、
費
用
に
つ
い
て
見
直
す
こ
と
を
検
討

し
て
い
ま
す
。 

(3)
特
別
支
援
教
育
で
使
う
教
科
書
、 

す
べ
て
無
償
に 

大
曽
根
議
員 

特
別
支
援
学
級
に
入
級
し
て
い
る
生

徒
は
、
５
月
１
日
現
在
、
知
的
障
害
が
、
１
５
１
名
、

言
語
障
害
、
自
閉
症
、
情
緒
障
害
が
１
１
３
名
、
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

教
科
書
に
つ
い
て
は
、
知
的
障
害
児
の
場
合
、
障
害

に
あ
わ
せ
た
、
専
門
の
教
科
書
と
普
通
学
級
で
使
っ
て

い
る
教
科
書
の
２
冊
使
う
よ
う
で
す
。
そ
の
場
合
１
冊

は
無
償
で
す
が
、も
う
１
冊
は
有
償
に
な
っ
て
い
ま
す
。

教
師
が
「
２
冊
必
要
」
と
判
断
し
た
な
ら
、
２
冊
と
も

公
費
負
担
に
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
ご
見
解
を
お
聞
き

し
ま
す
。 

河
井
教
育
長 

今
後
は
学
校
現
場
の
判
断
で
、
必
要

な
教
材
な
ど
の
公
費
負
担
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま

す
。 

 

三
．
甕
の
橋
歩
道
橋
の
整
備
、
早
く 

大
曽
根
議
員 

県
道
日
立
港
線
の
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
に

議会終了後、再び現場視察に訪れた大曽根議員（左） 

み
か 


